
図書館におけるＩＣタグの活用図書館におけるＩＣタグの活用
ー九州大学附属図書館筑紫分館の導入事例からーー九州大学附属図書館筑紫分館の導入事例からー

北海道地区私立大学図書館協議会
2005年度第1回業務研究会

2005年7月15日（金）

九州大学附属図書館

利用支援課資料サービス係

宮岡大輔

dai-miya@lib.kyushu-u.ac.jp



2

他部局
図書室等

工学部
図書室

文系合同
図書室

中央図書館

九州大学附属図書館
http://www.lib.kyushu-u.ac.jp

六本松分館

芸術工学分館 医学分館

筑紫分館

組織構成組織構成



3



4

附属図書館蔵書数附属図書館蔵書数

82,81582,81538,54038,54044,27544,2753,691,4513,691,4511,672,8291,672,8292,018,6222,018,622合　計合　計

9,1589,1585,7515,7513,4073,407453,465453,465251,183251,183202,282202,282他部局等所蔵資料他部局等所蔵資料

22,15522,1557,0987,09815,05715,0571,269,3561,269,356554,884554,884714,472714,472文系図書室文系図書室

4,4284,4281,6851,6852,7432,743440,344440,344150,862150,862289,482289,482六本松分館六本松分館

2,6842,6841,1921,1921,4921,492135,124135,12475,45375,45359,67159,671筑紫分館筑紫分館

2,6332,6339139131,7201,720151,823151,82349,19749,197102,626102,626芸術工学分館芸術工学分館

11,78611,7868,6518,6513,1353,135319,722319,722192,357192,357127,365127,365医学分館医学分館

29,97129,97113,25013,25016,72116,721921,617921,617398,893398,893522,724522,724中央図書館中央図書館

計計洋雑誌洋雑誌和雑誌和雑誌計計洋書洋書和書和書

雑誌所蔵種類数（タイトル）雑誌所蔵種類数（タイトル）図書蔵書数（冊）図書蔵書数（冊）

2004年3月31日現在
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RFIDRFIDとは？とは？

�� RadioRadio　　FrequencyFrequency　　IdentificationIdentification
““無線技術を利用した自動識別無線技術を利用した自動識別””

リーダ／ライター
認識側

タグ／データキャリア
被認識側

データ

クロック

エネルギー

�� ＲＦＩＤの特徴：電力とデータの転送が非接触ＲＦＩＤの特徴：電力とデータの転送が非接触
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その他の自動識別システムその他の自動識別システム

�� バーコードバーコード

�� ＯＣＲ（光学式文字認識）ＯＣＲ（光学式文字認識）

�� バイオメトリクス（生体認証）　等バイオメトリクス（生体認証）　等

�� バーコードとＲＦＩＤタグの比較バーコードとＲＦＩＤタグの比較

複数のタグを同時に処理可能複数のタグを同時に処理可能１対１の処理のみ１対１の処理のみ
同時処理同時処理

ＩＣチップの性能により多くの情報をＩＣチップの性能により多くの情報を

記載可能記載可能
識別のための番号情報程度※識別のための番号情報程度※

情報量情報量

非接触で読み書き可能非接触で読み書き可能

直接視認の必要なし直接視認の必要なし

光学読取のため、リーダーから光学読取のため、リーダーから

直接視認が必要直接視認が必要情報読取情報読取

ＲＦＩＤタグＲＦＩＤタグバーコードバーコード
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ＲＦＩＤ＝ＩＣタグの特徴ＲＦＩＤ＝ＩＣタグの特徴

�� 様々な形状に加工可能様々な形状に加工可能
（カード型、ラベル型、コイン型、スティック型）（カード型、ラベル型、コイン型、スティック型）

�� 読み書きが可能読み書きが可能

�� 金属以外の素材（紙、木等）であれば、透過し金属以外の素材（紙、木等）であれば、透過し

て情報の読み取りが可能て情報の読み取りが可能

�� 記載できる情報量が多い記載できる情報量が多い
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筑紫分館筑紫分館

旧館
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筑紫分館概要筑紫分館概要

�� ２００４年４月筑紫地区キャンパス内移転２００４年４月筑紫地区キャンパス内移転

�� 施設：筑紫地区総合研究棟内１、２階施設：筑紫地区総合研究棟内１、２階

�� 面積：１面積：１,,５８８㎡５８８㎡

�� 閲覧座席数：７５席閲覧座席数：７５席

�� 収容能力：１１５収容能力：１１５,,０００冊０００冊

�� 所蔵冊数：約５０所蔵冊数：約５０,,７００冊７００冊

　（　（内内RFIDRFID貼付済資料：約２７貼付済資料：約２７,,０００冊）０００冊）
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入口入口
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筑紫分館における筑紫分館におけるRFIDRFIDシステムシステム

�� チェックポイントシステムジャパンチェックポイントシステムジャパン//三菱マテリアル三菱マテリアル

　　　　インテリジェント･ライブラリー･システム（ＩＬＳインテリジェント･ライブラリー･システム（ＩＬＳ））

�� 平成平成1414年（年（20022002）度より共同研究開始）度より共同研究開始

－－導入時貼付資料：導入時貼付資料：6,0006,000冊冊
－大学図書館の実際の運用に用いて市販のシステムを評価－大学図書館の実際の運用に用いて市販のシステムを評価

�� RFIDRFIDタグ（統合管理ラベル）：非接触・受動型タグ（統合管理ラベル）：非接触・受動型

　　－周波数帯　　　－周波数帯　１３．５６１３．５６MHzMHz（（電磁誘導方式）電磁誘導方式）

　　－　　－ユーザ読出ユーザ読出//書込領域　書込領域　９２８９２８ビットビット

　　　（筑紫分館登録情報：資料　　　（筑紫分館登録情報：資料IDID[15[15桁桁]]））



13

筑紫分館導入にあたっての経緯筑紫分館導入にあたっての経緯

�� 当時蔵書当時蔵書6,0006,000冊冊
サービス対象構成員約サービス対象構成員約1,0001,000名名
　　－最も小規模な分館－最も小規模な分館

�� 20042004年まで仮設スペースで開館年まで仮設スペースで開館

　　－ＢＤＳ未設置・資料にはタトルテープ未装備－ＢＤＳ未設置・資料にはタトルテープ未装備
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ＩＣタグの貼付状況ＩＣタグの貼付状況
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筑紫分館のＩＬＳシステム機器と図書館業務筑紫分館のＩＬＳシステム機器と図書館業務

①① ラベルプリンタラベルプリンタ
（＋発行アプリケーション）（＋発行アプリケーション）

　　－図書の受入・装備－図書の受入・装備

②② 自動貸出装置・卓上型リーダ／ライタ自動貸出装置・卓上型リーダ／ライタ
　－貸出・返却処理　－貸出・返却処理

③③ 不正帯出防止ゲート不正帯出防止ゲート
　　－不正帯出管理－不正帯出管理

④④ 蔵書点検用ハンディリーダ／ライタ蔵書点検用ハンディリーダ／ライタ
（＋点検用アプリケーション）（＋点検用アプリケーション）

　－蔵書点検　－蔵書点検
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ラベルプリンタラベルプリンタ
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図書の受入・装備図書の受入・装備

�� 識別用ラベル（バーコード）の貼付識別用ラベル（バーコード）の貼付

�� 磁気タトルテープの貼付磁気タトルテープの貼付

ＩＣタグ１枚でバーコードとタトルテープ
の機能を実現
→装備コスト（人・時間）の短縮
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ゲートゲート
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不正帯出管理不正帯出管理

�� ＢＤＳにより不正帯出を監視ＢＤＳにより不正帯出を監視
　－磁気タトルでない帯磁気物に反応することがある　－磁気タトルでない帯磁気物に反応することがある

　－不正帯出される資料の特定は難しい　－不正帯出される資料の特定は難しい

ＩＣタグによる不正帯出監視で帯出資料・
時刻の特定などが可能
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自動貸出装置自動貸出装置
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貸出手順貸出手順
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返却デスク返却デスク
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貸出・返却用貸出・返却用リーダ／ライタリーダ／ライタ
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貸出・返却処理貸出・返却処理

�� 貸出・返却時には職員が１冊毎に貸出・返却時には職員が１冊毎に
バーコード読取で資料確認→貸出・返却状態書きバーコード読取で資料確認→貸出・返却状態書き
換え→磁気タトルの書き換え換え→磁気タトルの書き換え

の処理を行うの処理を行う

・原則として利用者自身で貸出処理

・貸出状態・タトルの書換を同時に複数冊
処理可能
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蔵書点検用ハンディ蔵書点検用ハンディリーダ／ライタリーダ／ライタ
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蔵書点検方式蔵書点検方式

ハンディリーダ：読取資料ハンディリーダ：読取資料IDID集合ファイル集合ファイル

図書館システム：資料所蔵データ図書館システム：資料所蔵データ

�� 長所長所
�� 点検時のシステム負担が軽微点検時のシステム負担が軽微

　　（２００４年２月実施：対象６０００冊ー作業者２名で２時間）　　（２００４年２月実施：対象６０００冊ー作業者２名で２時間）

�� 短所短所
�� 点検即時の在・不在確認が不可点検即時の在・不在確認が不可

クロスチェック
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蔵書点検蔵書点検

�� 職員による目視、または１冊ずつバーコード職員による目視、または１冊ずつバーコード
の読み取り作業を行って蔵書の所在状況のの読み取り作業を行って蔵書の所在状況の
点検点検

非接触で複数冊同時に資料情報を読み取
り可能。図書の抜き差しの必要がない
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ＩＣタグによる図書館業務の効率化ＩＣタグによる図書館業務の効率化

　　　　貸出（返却）処理の効率化・省力化貸出（返却）処理の効率化・省力化

　　　⇒利用者自身による貸出（返却）処理　　　⇒利用者自身による貸出（返却）処理

蔵書点検の効率化蔵書点検の効率化

　　　⇒定期的な点検作業の現実化　　　⇒定期的な点検作業の現実化

資料識別と不正帯出防止機能の一元化資料識別と不正帯出防止機能の一元化

　　　⇒磁気テープ・資料ラベル装備作業の省力化　　　　⇒磁気テープ・資料ラベル装備作業の省力化　

新しいサービス

�　無人開館時における貸出・返却処理

�　利用者データのＩＣカード化による入退館管理

�　図書の配架情報の検索
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導入によって発生した課題導入によって発生した課題

�� 金属の干渉による通信感度の低下金属の干渉による通信感度の低下
ースチール書架の袖板付近等→スペーサーの設置ースチール書架の袖板付近等→スペーサーの設置
ー装置周辺の設備レイアウトー装置周辺の設備レイアウト

�� タグの貼付位置、図書の形状による感度の低下タグの貼付位置、図書の形状による感度の低下
ー薄い冊子が重なると通信感度低下ー薄い冊子が重なると通信感度低下

�� 上位図書館システムとの連携における障壁上位図書館システムとの連携における障壁
ー九大：ＬＩＣＳＵ－ＬＸ（ＮＥＣ）ー九大：ＬＩＣＳＵ－ＬＸ（ＮＥＣ）

�� 不具合タグの発生・対処不具合タグの発生・対処
ータグの寿命とトラブルの発生したタグの発見ータグの寿命とトラブルの発生したタグの発見

�� タグの形状・小型化タグの形状・小型化
ーさらなる小型化→剥がし等の不正防止ーさらなる小型化→剥がし等の不正防止

�� 導入コストの高さ導入コストの高さ
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筑紫分館の自動化書庫筑紫分館の自動化書庫

�� 日本ファイリング日本ファイリング ：：AutoLib AutoLib minimini

�� 少数の収納用に新開発少数の収納用に新開発

�� 収納冊数収納冊数：～：～66万冊万冊 （（2525冊／冊／11コンテナ）コンテナ）

�� コンテナ数：コンテナ数：2,4002,400（Ａ４：（Ａ４：12001200　Ｂ５：　Ｂ５：12001200））
�� コンテナサイズ：コンテナサイズ：822822××275275××270270
�� 収納可能重量：最大収納可能重量：最大4040ｋｇ（ｋｇ（11コンテナ当たり）コンテナ当たり）

�� スタッカクレーン：スタッカクレーン：22台台
�� クレーンクレーン11台が両側のコンテナ群を操作台が両側のコンテナ群を操作

�� コンテナは手前・奥の２段式．噛み合せ．コンテナは手前・奥の２段式．噛み合せ．
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RFID R/W

出納ステーション出納ステーション



コンテナとスタッカクレーンコンテナとスタッカクレーン
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